
◇◇ 分野別方針２ 住宅地の方針 ◇◇

四季折々の自然に触れることができ
る緑道

2‐11

2‐21地域住民の話し合いによってルール
を改めた公園

学生・地域・企業などが応援し合え
る場所づくり

2‐17

ビルの一階部分に店舗が入った幹線
道路沿いの商業地

2‐15

通勤途中に子供を預けられる駅近の
保育施設

2‐4

地域資源を活用した参道のデザイン3‐1

良好な住環境を維持2‐1

様々な整備により良好な住環境を目
指す

2‐2

子供と高齢者のふれあいを大切にし
た子育て・高齢者施設

2‐3

新たな働き方を支援するコワーキン
グスペース

2‐7

2‐19地域NPO団体と連携・協力のもと、
高架下スペース活用による「アート
によるまちづくり」

■2-4：南側に保育施設が欲しい

■立体交差点
■2-11

■早稲田大学との連携
■グランド、コート、体育館の利用

■2-1
■2-2

■商店街をお祭りのできるスペースとして整備する
■2-19：商店街（かえで通り）

■2-21：花火ができる公園として整備
■2-21：ボールを使用可能に
■2-21キャンプ的なこともできるように
■駐車場の整備
■スケートボードができるように整備

■2-17：駅周辺に設置

■2-11：川沿いや下野谷遺跡を四季折々の自然を
　　　　　　感じることができる空間に整備
■下野谷遺跡：大型バス
■下野谷遺跡：大型の駐車場の整備
■下野谷遺跡公園～東伏見駅のバスルートの変更
■人が集まるエリアとして屋内施設の設置
■ひまわりなどの花で集まる場所に→観光化

■3-1：神社までの道を整備する
■参道として整備、賑わい創出
■電球色を温かみのある色に
■2-11

■川沿いに休憩できる
　 ベンチの設置
■石神井川の歩道の拡幅
■LED照明で明るく
■2-21：バーベキューができる
            川沿いとして整備

高架
■2-3　　　■2-4
■2-7　　　■2-15

■回遊性を持たせる
■周遊できるルートにする
■事業に協力してくれる人にとってメリットのある未来にしたい
■木はいいが、管理が大変
■まちづくりのメリットだけでなくデメリットを考えることも必要である
■何をすれは子供が集まるのか
■地区全体を利用したウォーキングコース（赤線）

全　体全　体全　体

■2-3
■2-4
■2-7

資料１



◇◇ 分野別方針３ みどり・水辺・景観の方針 ◇◇

縄文を通じた地域づくりを進めるプ
ロジェクト
（地元ガイド、出前授業）

3‐3

伝統文化と環境配慮を組み合わせた
新たな試みとして注目される再生プ
ラスチックのお守り

3‐14

イベント利用が可能な川沿い3‐11

農地を市民農地としてコミュニティ
を生成する

3‐16

果樹園のフルーツを利用した農家カ
フェ

3‐17

壁面緑化を行い脱炭素に貢献するア
パート

3‐19

石神井川の旧流路に整備された親水
公園

3‐10

地域資源を活用した参道のデザイン3‐1

脱炭素を目的に緑化が計画的に進む
西武鉄道の駅

3‐20

駅前ゲートを緑化し、脱炭素に貢献3‐21

歴史や文化などを紹介する博物館3‐9

特産品のアピールとして課を立ち上
げ

3‐12

■防犯カメラの設置（公共）
■照明がないため夜が怖い
■3-12
■3-14
■スタンプラリー（アプリ）

全　体全　体全　体

■並木道（桜、もみじ、かえで）
■拡幅整備
■人が多い
■幹線活性化
■商売する場所がない→沿道の用途を上げる

■3-19
■3-20
■3-21
■駅前広場：シンボルツリー
                 クリスマス

■バーベキュー

■3-9：資料館
■社会科見学できるような遺跡
■3-12
■観光バスの駐車場
■駅から下野谷遺跡公園までのルート整備が必要
■芝桜やネモフィラなどの花の観光化
■3-3

■3-1：参道（並木道）の整備
■3-1：参道に人流が出来るように
■活性化
■3-1
■バラ園のように目的地としての魅力
   があるものを作る
■氷川神社のお祭り

■北と南の一体化＋緑地

■川沿い：サクラ
■3-10
■3-11
■きれいな川にする

■駅前でなくても良い

■グランド通り：歩道整備
■道の拡幅
■乗馬クラブへのアクセス
　 の安全性確保■稲荷神社のお祭り

■定期的な観光コースを作る

■生産緑地が残らない

■記念樹

■用途
■3-16
■3-17
■3-19



◇◇ 分野別方針５ 防災・防犯の方針 ◇◇
建物の建替えに伴い、建替えのない
両隣の土地所有者に対しても啓発を
行うことで、連続的に整備

5‐6

道路の無電柱化5‐7

「政策課題対応型商店街事業」補助
金を用いた LED街路灯の設置や街
路灯ランプを LEDに交換など

5‐8

■5-8:住宅地や路地裏に街灯が少ない→街灯の整備
■防犯カメラの設置
■築年数が古いマンションが多い→市が補助する
■ブロック塀はフェンス化（緑は管理が大変）
   費用は市が負担
■避難場所の周知
■避難ルートの安全性確保
■消火器がどこに設置されているかわからない、知らない
■5-6：壁面後退は補償してほしい
■AEDの設置

全　体全　体全　体

■電線の地中化（無電柱化）

■5-8：通学路に防犯
           カメラと街灯を
           設置
■電球色で、高級感と
   優しい色合いを演出

■避難シェルターの整備（地下）
　　火災・屋外だけじゃなく
　  →何日か過ごせる、噴火も想定
■かみなり対策
■日影がない
■ベンチを設置

■地区内に避難場所があると良い
■木造住宅密集地の防災対策
■防犯カメラ設置

線路沿い
■5-7

■貯水・浸透施設が公園に

高架下
■第11分団消防団との連携
■高架下防災倉庫
■高架下等の活用　住宅街にあり、
   苦情あり。ホースを干したりする。
■1Fを歩行スペースにする
   （容積率を上げる）

■早稲田大学との協力（災害時）

■ベンチを設置
■暗い

■ベンチを設置
■ロータリーは自転車が入るイメージ
   （バスは入らない）
■5-6
■5-7

■食べ歩き

■街路灯を設置

■東伏見小学校には石神井川が
   溢れたら逃げられない

■警察見回り


